
「ＥＳＤ実践の手引（仮称）」作成に向けての検討状況 

 

○ 日本ユネスコ国内委員会教育小委員会ＥＳＤ特別分科会報告書にお

いて、全ての学校におけるＥＳＤの実践を推進するため、ＥＳＤを各教

科、総合的な学習の時間等において具体的にどのように実践すれば

よいのかや、その準備の進め方等のイメージを示す「ＥＳＤ実践の手

引（仮称）」の作成について提言。 

 

○ 上記提言を受け、本年度内を目途に、各学校の教員に対して指導助

言を行う教育委員会の指導主事または学校管理職を対象とした「ＥＳ

Ｄ推進の手引」を作成予定。 

 

○ 現時点での構成事務局案は以下のとおり。 

 

１．本手引き作成の趣旨 
 

２．ＥＳＤの推進が求められる背景と指導による効果 
   持続可能性に係る地球規模の諸課題、国際的な教育目標におけるＥＳＤの扱

い、学習指導要領におけるＥＳＤの視点等について 
 

３．優良事例を手がかりとした、各学校における取組に対する指導助

言上のポイント 
地球環境問題の解決について話し合う事例に基づき、ねらいの設定、指導案

の作成、ふりかえり、学校運営、地域や大学、企業との連携について、留意点を

記載 
 

４．ＥＳＤ実践の研修実施におけるポイント 
    教育センターが実施したＥＳＤ実践研修の優良事例を参考に、研修の企画・実

施に関する留意点を記載 
 

５．ＥＳＤを理解する上での留意事項 
   Ｑ＆Ａ形式によるＥＳＤの理解増進 
 

６．参考資料 
   関連文書、関係用語集、ユネスコの紹介等  

 

※ 別途、教職員を対象とした手引の作成についても検討中。 

資料５ 


